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北大の付属研究所で大学院の生活をスタートした｡研究室の選択は４年生の卒業研究

分属時で､思い起こすと大航海時代の船乗りが船長を選び自分の航海を託す姿に似てい

る。スタッフは教授、助教授、助手２名、技術職員１名、事務官１名,それに大学院と

学部生を入れて１０名で合計２０人ほどであった。研究室全員で春先に、西洋ワサビか

らの酵素の精製がスタートする。道内に自生し、収穫された西洋ワサビを破砕し、ミキ

サーにかけ、ろ過とクロマトグラフィーで純度の高い標品を手に入れ実験をする。精製

が始まると、部屋にひどい臭気が立ち込め、４月の寒さの中、窓を開け放ち作業する。

２ヶ月ほどの一連の作業で、タンパク質の精製法を私たちは身に付ける。この後、各自

のテーマに必要な実験材料を調製する。私は屠場や農場から動物の臓器や牛乳を手に入

れ､酵素やタンパク質を調製した。実験で扱った酸化還元酵素は補欠分子族や補酵素を

持ち、精製が進むと美しい色や蛍光を示す。当時、生化学共通講義が全学の院生を対象

に開始していたが、分子生物学は整備されていなかった。大学院の指導は、自学が基本

で、手取り足とりの細かな指導は少なかった。時代精神は「彼は私に教えようとしなか

った、だから私は彼から学ぼうとした｡」であった。私たちの情報源は文献が主で学会

の討論や留学した先輩の経験談が励みであった。図書館に足を運び、主要な専門誌を読

んで、メモをとった。複写にゼロックスが登場したのは驚きであった。現在は、専門誌

が当時にくらべはるかに増えている｡研究に関連した専門領域を把握するだけでも大変

である｡後で気が付いたことだが､私が選んだ研究室はフリーラジカルの研究では知識、

技術の点で最適であった。恩師の山崎教授は、戦後の生化学の研究分野で、独力で新し

い領域を開いた開拓者の一人であった。退職後も、外国で研究生活を続ける先駆者であ

った。当時、大学院を終えて留学することが研究者となる通過儀礼であった。思い返す

と、興味深い研究テーマに出会うことが何より大切である｡学位をとった１９７０年代、

化学分野はそろそろ留学先の研究費が不足がちであったが､生化学を含めた生命科学分

野は潤沢であった。生化学会が私の主な活動舞台であった。学会では筋収縮や酸化還元
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